
 

 インフルエンザ出席停止期間早見表  

＊「発症した後５日を経過」し、かつ「解熱した後２日」とは、最低「発症した後５日を経過」するまで出席停止になります。加えて

解熱した日によって出席停止期間は延長されます。(下表の例４・５のように、発症後４日目以降に解熱した場合） 

＊発症日については、医師の診断に関わらず、症状が出始めた日を発症日とし、その発症した日を含まずに翌日を１日目として起算し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊その後は、解熱した日によって出席停止日が順次延長されていきます。 

◆個人によって症状や経過は違いますので、かかりつけの医師にご相談ください。 


